
立教大学法学部助手、東京富士大学経営学部助教授などを経て、2004年4月

から千葉大学大学院専門法務研究科教授。2017年4月から組織変更のため

に、千葉大学大学院社会科学研究院教授、2018年から2020年まで千葉大学 

大学院専門法務研究科長。専門は刑事法。 

ジェンダー法学会副理事長、日本被害者学会理事。内閣府男女共同参画局 

女性に対する暴力に関する専門調査会委員。NPO 法人子どもセンター帆希 

理事長、NPO法人千葉性暴力被害支援センターちさと副理事長。  

共著として、『治療的司法の実践』、『ストーキングの現状と対策』、 

『性暴力と刑事法』など。論文として、 

「性犯罪既定の改正が意味するもの」現代思想 2018年7月号など。 

後援 千葉市教育委員会 

【お問合せ先】 

放送大学千葉学習センター  
TEL  : 043-298-4367 

URL  :  https://www.sc.ouj.ac.jp/center/chiba/ 

お申し込み専用フォーム : https://forms.gle/E5QHAFVTGMjeANtT9 

後藤 弘子 Hiroko Goto 
 講師 

放送大学千葉学習センター公開講演会 

お申し込みフォームはこちら 

 日時 

千葉学習センター(対面40名)＋ ZOOM(200名) (選択可能) 

2022年12月17日（土） 

14:00～15:30 (ZOOM接続開始13:30) 

 場所・定員 

Thinking About “Sexual Consent” 

#MeToo 

#NoMeansNo 

刑法の性犯罪規定が2017年に引き続き改正されようとしている。 

性犯罪はPTSDの罹患率が高く、後々まで精神的影響が続く。被害者は

声を上げにくく、被害者がやっとの思いで声を上げても、適正な処罰

がされにくい。「意に反する性的行為」をどう処罰するのか。 

ほとんどの経済先進国で実現しているNo means Noの立法を実現し、

将来的には、「承諾がなければ犯罪」（Yes means Yes)を実現する 

ため今回どのような改正が行われる必要があるのかについて 

検討する。 

―「不同意性交」をどう処罰するのか― 



新型コロナ感染防止のため対面とZOOMでの併用開催をいたします。参加を希望される方は、  

12月14日(水)までに申し込み専用フォームからお申込み下さい。(インターネット環境がないなど

の方で、対面での参加を希望される場合は電話、FAXでのお申込みが可能です。お名前、電話番

号、メールアドレスを千葉学習センターへご連絡ください。） 

前日までに視聴案内（講演会当日のZOOM IDなど）をお送りしますが、メールアドレスが間違って 

いる方には、視聴案内が差し上げられません。（ZOOM ＩDは申込み者全員にお送りします。また、

新型コロナ感染症の状況によってはZOOM配信のみの開催となる場合があります。） 

放送大学千葉学習センター 
〒261-8586  千葉市美浜区若葉2-11 
TEL    : 043-298-4367 
FAX   : 043-298-4386 
URL   :  https://www.sc.ouj.ac.jp/center/chiba/ 

お申し込み専用フォーム ： https://forms.gle/E5QHAFVTGMjeANtT9 

お申し込みフォームはこちら 

公開講演会参加申し込み 

入力いただいた個人情報は、①放送大学の学生募集のために利用します。②千葉学習センターで厳重
に管理します。③法令等の定めによるほか第三者への開示・提供は致しません。④公開講演会開催の
翌年度末に廃棄し以後は利用しません。 

放送大学は放送を利用した通信制の大学で、全国の都道府県に学習センターがあり、面接授業など直接

の指導を受けることができます。学習センターの見学や個別の相談を希望される方は、お電話にてご確

認ください。閉所日、開所時間等はホームページ等でご確認願います。 

今年度公開講演会開催予定 (詳細は個別のチラシをご覧ください)  
 
2023年 1月14日(土)「社会教育・生涯学習入門」  
              長澤 成次 (前・放送大学千葉学習センター所長) 

資料請求や出願はインターネットでも出来ます！ 

《資料請求はこちら》   

放送大学 www.ouj.ac.jp 

●フリーダイヤル ０１２０－８６４－６００ 


